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１． 研究開発成果 

研究総括報告書（下URL）参照 
https://www.amed.go.jp/content/files/jp/houkoku_h27/0101004/15ak0101013h0003.pdf 
 
 

２． 総合評価 
・優れている 
 
【評価コメント】 
・薬用植物の栽培拠点の構築、栽培条件の検討、日局基準を超えるアルカロイド含有２％の

株の選定、交配可能性の検討等において着実な成果が得られている。 
 
 
 

以上 


